
２
０
１
２
～
２
０
２
１
年
度
Ｅ
Ｘ
ま
と
め

都
府
県
で
進
む
体
型
の
改
良

Ｅ
Ｘ
牛
最
多
は
岩
手
県

２
位
群
馬
県
、３
位
熊
本
県

Ｅ
Ｘ
率
２
・
５
％


年
で
倍
以
上
増
加

岩
手
・
小
岩
井
農
場

最
多

頭
　

　
　
　

最
高
得
点

点
　
　
　

過
去

年
で
２
頭
誕
生
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都
府
県
に
お
け
る
過
去


年
間
の
審
査
成
績
、
特
に
エ

ク
セ
レ
ン
ト
牛
に
関
し
て
ま

と
め
た
。

　
図
１
は
２
０
１
２
～
２
０

２
１
年
度
の

都
府
県
で
の

審
査
頭
数
お
よ
び
審
査
得
点


点
以
上
（
エ
ク
セ
レ
ン
ト


以
下
Ｅ
Ｘ
）
の
割
合
で
あ

る
Ｅ
Ｘ
率
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
棒
グ
ラ
フ
が
審
査

頭
数（
体
型
調
査
も
含
む
）、

折
れ
線
グ
ラ
フ
が
Ｅ
Ｘ
率
を

表
し
て
お
り
、
左
縦
軸
が
頭

数
、
右
縦
軸
が
割
合
、
横
軸

が
年
度
を
示
し
て
い
る
。
図

１
で
は
同
じ
牛
が
複
数
回
審

査
ま
た
は
体
型
調
査
を
受
け

て
い
た
場
合
、
受
け
た
回
数

そ
れ
ぞ
れ
を
１
件
と
し
て
集

計
し
て
い
る
。

　
審
査
頭
数
に
つ
い
て
は
２

０
１
２
年
度
を
ピ
ー
ク
に
一

度
減
少
し
て
い
る
が
、
２
０

１
６
年
度
か
ら
２
０
１
９
年

度
に
か
け
て
年
１
０
０
０
頭

以
上
の
ペ
ー
ス
で
順
調
に
増

加
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年

度
に
は
２
０
１
２
年
度
の
審

査
頭
数
を
上
回
り
、
過
去


年
間
で
最
多
の
審
査
頭
数
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
２

０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
審
査
中

止
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ

り
、
審
査
頭
数
が
大
幅
に
減

少
し
た
。
２
０
２
１
年
度
は

関
係
者
各
位
の
ご
協
力
に
よ

り
、
４
０
０
０
頭
近
く
回
復

し
た
結
果
と
な
っ
た
。

　
Ｅ
Ｘ
牛
頭
数
が
最
も
多
か

っ
た
県
は
岩
手
県
で
あ
り
、

そ
の
頭
数
は
２
６
１
頭
、
県

内
の
Ｅ
Ｘ
率
は
約
２
・

％

だ
っ
た
。
２
位
は
群
馬
県
の

２
４
１
頭
で
、
県
内
最
高
決

定
得
点
は

点
と
、
岡
山
県

と
同
じ
く
都
府
県
内
で
の
最

高
点
を
マ
ー
ク
し
て
い
る
。

こ
の

点
を
獲
得
し
た
２
頭

に
つ
い
て
は
後
に
記
載
し
て

い
る
。
審
査
頭
数
は
１
万
４

１
５
３
頭
、
Ｅ
Ｘ
率
は
１
・


％
。
３
位
は
熊
本
県
の
２

１
９
頭
で
審
査
頭
数
に
関
し

て
は
岩
手
県
の
１
万
２
５
４

１
頭
を
上
回
る
１
万
６
５
４

２
頭
で
あ
り
、
都
府
県
内
１

位
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｘ
率
は
１
・


％
。

　
以
下
、
４
位
は
栃
木
県
の

１
９
１
頭
、
５
位
は
千
葉
県

の
１
２
１
頭
、
同
率
６
位
は

岡
山
県
、
福
岡
県
の
１
０
６

頭
、８
位
は
茨
城
県
の

頭
、

９
位
は
愛
知
県
の

頭
、


位
は
長
野
県
の

頭
と
な
っ

て
い
る
。

　
表
２
は
２
０
１
２
年
度
～

２
０
２
１
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ

の
都
府
県
内
で
、
最
も
Ｅ
Ｘ

牛
を
輩
出
し
た
会
員
（
家
族

会
員
も
含
む
）
と
審
査
頭
数

（
体
型
調
査
も
含
む
）
、
Ｅ

Ｘ
牛
の
頭
数
と
そ
の
割
合
、

お
よ
び
最
高
決
定
得
点
を
ま

と
め
て
い
る
。
表
１
と
同
じ

く
Ｅ
Ｘ
牛
の
頭
数
が
多
い
上

位

会
員
の
欄
に
は
色
が
つ

い
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
都

府
県
内
で
Ｅ
Ｘ
牛
を
輩
出
し

て
い
る
数
が
同
数
の
会
員
が

複
数
い
る
場
合
に
は
列
挙
し

て
い
る
。

　
最
も
Ｅ
Ｘ
牛
を
輩
出
し
た

の
は
岩
手
県
の
小
岩
井
農
場

の

頭
で
、
審
査
頭
数
１
３

１
９
頭
、
Ｅ
Ｘ
率
は
５
・
３

％
、
最
高
決
定
得
点
は

点

だ
っ
た
。
小
岩
井
農
場
で
は

４
頭
が

点
と
評
価
さ
れ
、

そ
の
う
ち
の
２
頭
は
２
Ｅ
を

獲
得
し
て
い
る
。
２
位
は
群

馬
県
の
（
株
）
長
坂
牧
場
の


頭
で
あ
り
、
審
査
頭
数
１

４
２
頭
、
最
高
決
定
得
点


点
。Ｅ
Ｘ
率
は

・
５
％
と
、

都
府
県
で
唯
一

％
を
超
え

て
い
る
。
３
位
は
佐
賀
県
の

古
川
豪
樹
さ
ん
の

頭
。
審

査
頭
数
１
３
４
頭
、
最
高
決

定
得
点

点
。
Ｅ
Ｘ
率
に
つ

い
て
は

・
６
％
と
こ
ち
ら

も
高
い
割
合
と
な
っ
た
。
佐

賀
県
で
Ｅ
Ｘ
牛
を
輩
出
し
て

い
る
の
は
古
川
さ
ん
の
み
で

あ
る
。
４
位
は
熊
本
県
の
松

島
太
一
さ
ん
の

頭
と
な
っ

た
。
審
査
頭
数
２
２
３
頭
、

Ｅ
Ｘ
率
は

・
３
％
で
あ
っ

た
。最
高
決
定
得
点
は

点
。

昨
年
ま
で
は

点
だ
っ
た

が
、
こ
の
度
更
新
さ
れ
た
。

　
以
下
、
５
位
は
静
岡
県
の

石
川
和
博
さ
ん
の

頭
、
同

率
６
位
は
栃
木
県
の
植
木
靖

さ
ん
、
山
梨
県
の
（
株
）
山

口
牧
場
の

頭
、
８
位
は
岡

山
県
の
妹
尾
優
佳
さ
ん
の


頭
、
９
位
は
茨
城
県
の
弓
家

直
人
さ
ん
の

頭
、
同
率


位
は
宮
城
県
の
（
有
）
半
澤

牧
場
、
大
分
県
の
重
見
宝
弘

さ
ん
の

頭
だ
っ
た
。

　
２
０
１
２
～
２
０
２
１
年

度
の
間
に
お
け
る
都
府
県
で

の
決
定
得
点
の
最
高
得
点
は


点
で
あ
る
（
全
国
で
は


点
）
。
今
回
と
り
ま
と
め
た

過
去

年
間
で

点
を
獲
得

し
た
の
は
岡
山
県
の
吉
原
直

樹
さ
ん
所
有
の
「
グ
ラ
ン
デ

イ
ー
ル
　
ス
タ
ー
　
Ｐ
Ｔ
　

ギ
ン
」
（
２
０
１
４
年
、
７

歳

か
月
で
獲
得
）
と
群
馬

県
の
遠
坂
和
仁
さ
ん
所
有
の

「
フ
ア
イ
ン
　
リ
コ
　
ダ
ツ

チ
」
（
２
０
１
７
年
、
７
歳

８
か
月
で
獲
得
）
の
わ
ず
か

２
頭
で
あ
る
。
こ
の
２
頭
の

み
と
い
う
結
果
は
昨
年
ま
と

め
た
も
の
か
ら
変
化
し
て
お

ら
ず
、
改
良
が
進
ん
で
い
る

今
日
に
お
い
て
も

点
以
上

を
獲
得
す
る
こ
と
は
至
難
の

業
だ
と
伺
え
る
。

　
最
後
に
日
本
ホ
ル
協
が
規

定
す
る
標
準
体
型
の
図
を
掲

載
す
る
。
今
後
も
優
秀
牛
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
名
牛
の

誕
生
を
期
待
し
た
い
。

　
写
真
は
デ
ー
リ
ィ
マ
ン
社

よ
り
提
供
。

　
Ｅ
Ｘ
率
は
年
々
増
加
し
て

き
て
い
る
。
２
０
１
２
年
度

に
は
約
０
・

％
だ
っ
た
も

の
が
２
０
２
１
年
度
に
は
２

・
５
％
を
超
え
倍
以
上
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
乳

牛
の
改
良
が
こ
の

年
間
で

大
き
く
進
ん
で
い
る
こ
と
が

伺
え
る
。
な
お
、
Ｅ
Ｘ
を
獲

得
す
る
に
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
雌
牛
で
は

①
３
産
以
上
で
正
常
分
娩
し

泌
乳
中
で
あ
る
こ
と

②
３
０
５
日
検
定
の
実
乳
量

が
９
０
０
０
㌔
以
上
で
あ
る

こ
と

③
け
い
れ
ん
肢
が
な
い
こ
と

④
融
合
乳
頭
が
な
い
こ
と

と
い
う
高
い
基
準
が
必
要
に

な
る
。

　
こ
の
基
準
は
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
以
外
の

品
種
で
は
②
の
条
件
が
異
な

る
の
で
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
で
は

３
０
５
日
検
定
実
乳
量
で
乳

脂
量
が
３
０
０
㌔
以
上
で
あ

る
こ
と
が
基
準
と
な
り
、
ブ

ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
で
は
３
０

５
日
検
定
実
乳
量
で
乳
脂
量

と
乳
蛋
白
量
の
合
計
が
５
２

５
㌔
以
上
で
あ
る
こ
と
が
基

準
と
な
る
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
・
２

０
２
１
年
度
の
Ｅ
Ｘ
率
は
２

％
超
え
と
例
年
に
比
べ
て
も

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

や
、
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
円
高
に
伴
う
飼
料
費
高

騰
な
ど
、
審
査
を
受
検
す
る

農
家
は
少
な
い
が
、
長
命
連

産
に
向
け
改
良
し
て
き
た
結

果
も
高
い
水
準
の
要
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
１
は
過
去

年
間
の
都

府
県
ご
と
の
審
査
頭
数
、
Ｅ

Ｘ
牛
の
頭
数
と
そ
の
割
合
、

お
よ
び
都
府
県
内
で
の
最
高

決
定
得
点
を
ま
と
め
て
い

る
。
Ｅ
Ｘ
牛
頭
数
の
多
い
上

位

県
に
は
欄
に
色
が
つ
い

て
い
る
。
表
１
お
よ
び
後
述

の
表
２
で
は
、
同
一
農
家
に

所
有
さ
れ
て
い
る
間
に
複
数

回
審
査
ま
た
は
体
型
調
査
を

受
け
た
牛
の
場
合
、
そ
の
牛

が
最
高
決
定
得
点
を
獲
得
し

た
年
度
の
デ
ー
タ
を
採
用
し

て
お
り
、
１
頭
に
つ
き
１
件

と
し
て
集
計
し
て
い
る
。


